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申込者と図書館員とのコ

今回は、文献を他館に依頼し入手する場合

の注意事項を含めて、申込者と図書館員との

コミュニケーションについて述べてみたいと

思います。

相互貸借は、自館で所蔵しない資料やその

コピーを互いに提供し合うシステムですが、

相互とは言い難い状況です。小規模館はもっ

ぱら依頼する側に片寄ってしまいます。ここ

数年、他館への文献依頼件数は急激に増加し

ました。このシステムをいかにスムーズに利

用するかは、申込者と相手館の仲介役を努め

る図書館員の腕の振るいどころかもしれませ

ん。

図書館間は営利目的ではないため、実費相

当の金額で文献コピーを提供します。複写料

金と送料の請求はあっても、文献郵送用の封

筒代や謝絶通知の際のＴＥＬやＦＡＸ料金は含まれ

ていません。手数料を含む文献手配業者への

依頼と比較すれば、かなりの安価です。

とは言え、件数が多くなると申込者の個人

負担は少なくありません。文献入手にかかる

費用負担は私費のみが半数近くを占めます

（図 Ｏ 。コピー料金（白黒Ｂ４サイズの単

価）の設定は表１の通りです。病図協は５０円

及び５２円（５０円十消費税）が全体の９０％近く

を占めますが、ＪＭＬＡは料金にかなりのばらつ

きが見受けられます。垂５送料は全国共通です

が、送金方法によって全体の費用が変化する

ので気をつけて下さい。

なるべく早く安く入手したいと申込者は誰

しも希望することですが、無料や安価なとこ
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ろばかりに集中しますと、大変不公平な事態

が生じます。基本的マナーを考慮して、図書

館員ができる工夫点をいくつかあげてみます。

①申込者に至急かそうでないかを必ず確認す

る。入手にかかる日数及び料金の概算を尋

ねられた場合、多い目に答えておく。

②同一者から多件数の申込があった場合、和

文より欧文の文献を優先し、早く入手でき

るよう手配する（欧文解読に時間が必要

な申込者のため）

③複数件数の依頼は相手館の数をしぼる（郵

送料、振込手数料の節約）。

④謝絶等でどうしても入手困難な場合は、理

由を添えて申込者に報告する。

⑤雑誌所在目録の備考欄や特記事項欄の最新

版には必ず目を通しておく。欠本、欠号な

どで謝絶を受けた場合、その内容を目録に

記入し、次回同様の謝絶を避ける。

⑥予め料金通知をしておき、文献と引き換え

に料金を受け取る。つり銭を準備しておく

と便利である。もし可能ならば、給与から

の天引を利用する。ただし、申込者の転勤、

退職等に注意する。

⑦領収証を発行する。控えも残しておく。

⑧支払い期限内ならば、同一館に対してまと

めて料金を振り込む。（振込手数料の節約）

申込みを受けてから料金の支払いまで実に

細かい作業ですが、文献を入手した申込者か

ら感謝の気持ちを伝えられると図書館員とし

ては嬉しいものです。

（文責 安部泉美）
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図１ 費用負担

（病図協平成９年度年次統計調査報告書より）

表１ 文献複写料金

病図協 ＪＭＬＡ

無料 ２（件） １．９（％） （件） （％）

駱 のみ １ １．０

２０円 ２ １．９ ３ ２．１

３０円 ２ １．９ ４ ２．９

３５円 ４ ３．９ ５２ ３７．１

４０円 ２１ １５．０

４５円 ４ ２．９

５０円 ９０ ８７．４ ５１ ３６．４

５２円 ２ １．９ １ ０．７

５５円 ２ １．４

６０円 １ ０．７

８０円 １ ０．７

（１９９８年現行雑誌所在目録より）
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